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:東日本大震災から 1年 】

毎日希望奨学金 
ハウス内でモモの花に綬粉作業をする夫婦。原発事故で、失った信頼は大きし、が156人に給付

「被災された方々の中には、今も悲しみ

に暮れている方がたくさんいます。人は誰

でも答えのない悲しみを受け入れることは

つらいことです。日本が一つになり、その

苦難を乗り越えることができれば、その先

に必ず、大きな幸せが待っていると信 じま

す。日本中に届けましょう。感動、勇気、そし

て笑顔を。見せましょう、 日本の底力、料三を 

2012年 3月21日、第84回選抜高校野球

大会の開会式。宮城県石巻工業高校野

球部主将、阿部期人さんが述べた選手

宣誓の一節です。多くの日本人の気持ち

を代弁したような宣誓は感動の輸を広げ

ました。 

3・11以降、毎日新聞東京・大阪・西部の  

3社会事業団には皆さまから東日本大震

災救援金が続々と寄せられました。 1年が

経過した 12年 5月までに、 9億 9626万 6655 

「農業を続けられるだけ幸せ」と=福島市で同3月9日撮影

円を日本赤十字社と岩手、宮城、 福島の 給するものです。返済は不要です。ほかの

県対策本部に寄託させていただきました。 奨学金との併用もできます。

救援金は2012年 9月末まで受け付けま 初年度は申請のあった 156人(高校生  

す。 130人、大学生  8人、専修学校生  18人)全

毎日新聞社と 3事業団は 2011年 5月、 員に、 11年 4月にさかのぼって支給。 12年

「毎 日希 望奨学金」 を創設しました。 12 度も支給が始まりました。

年 4月までに皆さまから寄せ られた奨学

金へのご寄付 は約  3

億 5千万円 にのぼり

ます。これを原資に、

保護者が死亡または

行方不明となった高

校生、高等専 門学校

生、短大生、大学生、

専 修 学校生 を対象

に、 学業継続に役立

ててもらおうと、 1人月

額 2万円を在学校の

最短卒業年度まで支

毎日新聞東京社会事業団

公益財団法人に


毎日新聞東京社会事業団(朝比奈豊理事長)は内閣府の認定を

受け、 11年12月1目、財団法人から公益財団法人に移行しました。

当事業団は1931(昭和6)年4月に財団法人の認可を受け、 80
年にわたり皆さまに支えられ、社会福祉事業のほか、小児がん征庄

事業、海外難民救援事業、国内外の災害救援事業に取り組んでま

し、りました。

公益財団法人は事業に公益性が求められる一方、特定公益増進

法人に該当し、寄付された方が税制上の優遇箔置を受けられます。

確定申告の際、本事業団発行の領収証を添付してください。 

第 29号 2012年(平成24年 )5月。



せました。「目的がはっきりしていて寄付しやすしリ「子どもたち

の将来に貢献できてうれしいjとの声が寄せられています。

ー 紀 ヲM11 •••••••••く〉由紀さおりさんが希望奨学金を応援� 

2上ミュージシャンからも協力の申し山が相次ぎました。由紀さおりさ
ん住

んは、海外公淡からの帰る飛行機の中で、勾;円希望奨学金の記 吉還
事に目がとまりました。「ぜひ遺児のために」と、コンサートのテーマを 寄

付「希望奨学金」に決め、11年8月1日、チャリティーコンサート「あし を
呼たへ」を東京都千代田区の国際フォーラムで聞きました。終i寅後、
び
か由紀さんみずから募金箱を手にロビーに立ち、募金を呼び掛けた

く〉谷村さん、石井さんが「風の子守歌プロジェクトJ......................................... 

毎日希望奨学金の趣旨に賛同する声は日増しに高まりをみ

るl6のです。由紀さん 月にも同じ会場でコンサートを聞く計画です。ま
由

け

「風の子守歌~あしたの君へ」を熱唱する
谷村新司さん(左)と石井竜也さん

ご寄付の方法

。毎日希望奨学金

.郵便振替 毎日新聞東京社会事業団� 

(00120・0-76498)0r奨学金jと明記してくださし、。

・現金書留 干100-8051 東京都千代田区一ツ橋1の1

の1、毎日新聞東京社会事業団「奨学金J係。

・銀行振り込み 三菱東京UFJ銀行東京営業部(普通0422 

292)。口座名は毎日新聞東京社会事業団希望奨学金。

く〉東日本大震災救援金

郵便振替、現金書留の送り先は希望奨学金と同じですが、「東

日本大震災救援金Jと明記してくださし、。銀行振り込みは、三菱東

京UFJ銀行東京営業部� (普通0322122)。口座名は毎日新聞東

京社会事業団震災救援金。

※振込手数料はご負担願し、ます。毎日新聞の地域面で紹介し

ますので、 匿名をご希望の方は「匿名希望Jと明記してください。銀

行振り込みの方で領収書や紙面掲載をご希望の方は、その旨を明

記し住所、氏名、電話番号を書き、振込用紙の写しを添えて郵送か

フ7クス(03・3213・6744)で、当事業団へお送りください。

12年3月にはシンガー・ソングライターの谷村新司さんと石井竜也

さんがCDI風の子守歌~あしたの君へ~Jを共作。その印税すべ

てを希望奨学金に笥:付する「風の子守歌プロジ‘ェクト」を立ち上げ

たのです。

「子供たちが将来、この国に住めなくなるかもしれない。僕たち

はどうしたらいいのでしょう」。福島県に隣接する茨城県の実家が

被災した石井さんはある日、谷村さんに、こう語りかけます。「僕たち

にできることは、歌をつくることだよねんこう話す谷村さんの言一葉に� 

If俗に曲を書かせてください」と石井さんは申し出ました。� 

2月7日、プロジ‘ェクトの発表会が東京で、ありました。「がんばろうと

鼓舞するのではなく、そっと背中に手を添えるような曲です」。石井ー

さんはこう解説しました。

奨学生から感謝の声

風の子守歌プロジ、エクト発表会場には、希望奨学金を受給して

いる石巻専修大2年の勝又友章さん(20)も招かれました。父を亡く

し、大学の学費減免措置と、毎日希望奨学金で学業を継続し、理

科の教員免許取得を目指しています。「ミュージ.シャンの方々 にも支

援していただき感謝してし、ます。震災後は大学をやめることも考えま

したが、与えられたチャンスを生かし、勉学に励みますjと勝又さん。

私立岩手女子高校3年の里舘麻鈴さんからは「母と二人で新

生活を始め、無事進級できました。

応援してくださる全国の皆様のお

かげです」との手紙をいただきまし

た。水産加工の仕事中に津波の

犠牲となった父と看護師になる約

束をし、� 5年制の看護科がある同

校に進んだ盟舘さん。震災後、避

難所での看護削の活躍ぶりを見

聞きして「みんなに頼られる看護師

になる」という気持ちがいっそう強

くなったそうで、す。

毎日:希望奨学金を受給

してしも勝又さん

8 2012年(平成24年)5月� 



海外難民

救援キャンベーン


独立の喜びが届かない南スーダン一一毎日新聞社と毎日新聞

東京社会事業団は2012年2月から3月にかけて、内戦の末、昨年� 

7月にアフリカで・独立国となった「世界で最も新しい国」南スータン

に取材チームを送りました。独立後も紛争はやまず、首都の病院に

は負傷した人々が運び込まれています。戦災、病魔、栄養失調。� 7

人に1人の子どもが5歳の誕生日を迎えることができないといわれま

す。� 3月18日から5回にわたり毎日新聞に「ゼ口からの出発jとのタイ

トルでリポ 卜を連載し、海外難民救援金を募りました。� 

2011年度の海外難民救援金は国連機関やNGOなど別表の

団体に贈りました。贈呈額は合計� 895万円です。これまでの贈呈

総額は15億6700万円余となりました。� 

-.1.11司 薄 刃rn烹31!羽!?目曹団・
日本ユニセフ協会 すべての子どもたちが健康に、平和な世界で暮らせるようにと政
治危機や紛争などで苦難を強しもれている人々、とりわけ女性と子供に対して医療、食
糧などの支援や教育の普及支援を実施してし唱。

国連UNHCR協会 世界では3千万人もが難民や圏内避難民になり、困難な生活
を強し、られている。こうした難民を保護し、食樋支援、自立支援や子供の教育支援をし
ている。

国連世界食繍計画� WFP協会 世界では飢餓や病気で毎日1万4千人もの子供が
命を落としている。約� 80カ国において8600万人に330万トンの食糧支援をしている。

スリランカ子供基金パウラ スリランカの子供たちのために、幼稚園、職業訓練所、
孤児院の建設と小~大学生の一部に奨学金を慢与。� 

AMDA 世界各地の自然災害発生地で緊急医療活動をしている。ネパール子ども
病院への医師、看護師の派遣、医薬品、医療機器の支援をしている。� 

NGOアフリカ友の会 中央アフリカ共和国でエイズの治療と感染拡大防止に取り
組んでいる。

幼い灘民を考える会 復興を目指すカンボジアで子どもたちが安心して暮らせる環焼
づくりと女性の自立支援活動に取り組んでし喝。

日本紛争予防センター 南ス ダン、ソマリアなどで、政府機員に対し紛争予防、平
和禍築の研修を実施。貧困層の子どもや若者の職業訓練にもあたってし喝。

シヱア(国際保健協力市民の会) 空イ東北部のケマラー卜でエイズの予防教育や
キャンペ ンを展開。差別と偏見のない村づくり活動をしている。� 

JEN スータンやアフガニスタンなど紛争や自然災害で厳しい状況にある地践で給
水設備や衛生施設、学校の建設に取り組んでいる。

シャンティ国際ボランティア会 カンボジアや空イで子どもたちに人材育成活動や
学校建設活動に取り組んでし必。

全国祉会福祉協議会 アジア諸国の孤児や貧しい人々への支援活動を実施してい
る。

マイシャ・ヤ・ラハ基金 ケ二アの貧しい子ども達への給食や医療費を支援。奨学金
も出している。� 

AAR(厳民を助ける会) カンボジアやアンコラ、ス ダンなどで未だに埋まってい
る地雷の除去や地雷回避教育、地域保健医療に取り組んで� L喝。� 

JVC(日本国際ボランティアセンター)� I{レスチナやスーダンなどで医療、食糧支
援活動を実施。ラオスや南アフリカなどでは自然農業による地減開発を支援している。

パーンロムサイ ヲイのチェンマイ近郊で、工イズで殺を亡くした子や局子感染してい
る子どもたちのための生活施設を運営している。

ピースウィンズ・ジャパン アフガ二ス宮ン北部の干ばつ地域で飲料水や農業用水
の確保、水資源の管理・活用のための調査活動をしている。

ペシャワール会 パキス合ンとアフカニスヲンに診療所を開設し、アフガニスヲン難民
に医療支援を実施。緑化事業として濯湖用水路の建設や井戸の掘削に取り組んでい
る。

マハムニ母子寮 独立後間もないバングラデシュで日本人僧侶により生活に苦しむ
未亡人と子どもたちの生活・就学支援の母子寮が作られた。現在も約� 100人の子ども
が生活し、学校に通っている。

緑のサヘル アフリカ・チャドとブルキナフγノで緑が急速に失われている地減の砂漠
化防止のための植林事業を実施し、住民が定住できる環境づくりに取り組んでいる。

内戦時代に埋められ

た無数の地雷が子ど

もたちを傷つけている� 

4歳の女児は栄養失調で

手足がむくんでいる。母親

に抱かれると、 穏 やかな表

情を見せた

難民キャンプで弟や妹の面

倒を見る少女� (10)=中央

奥。足を負傷している妹(左

手前)も、弟の世話を続けて

いた

ワールド・ビジョン・ジャパン アジアやアフリカで性的持取を受けたり、危険な場所
で働き、路上生活をする子どもたち、障害のために差別される子どもたち、難民キャンプ� 

I-暮らす子どもたちへの支援活動をしている。l'

シエラレオネフレンズ アフリカ・シエラレオネにおいて、将来を担う子どもたちへの学
校教育や給食を支援している。

ネパール・ヨードを支える会 ネパール・ヒマラヤ山麓の農村地帯の風土病である
「ヨード欠乏症J対策に取り組む。

石田勝子を励ます会 コンゴ民主共和国ニヤンクンテ福音医療セン空で活動する
石田勝子さんを支援してしる。� 

11民支援協会 様々な理由から自分の生命を守るために自国から避難して日本にの
がれて来た人々のための支援活動をしている。

総額 ￥� 19.400.000円� 

2012年(平成24年)5月@ 
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ヒューン・・・・・・ベットボトルの

ロケットが木立の聞をするす

ると上昇すると、 子どもたち

から歓声があがりました。た

どたどしい手で包丁を握り、 | キャンフの万五 E時 lt3 

ぎょうざの具を刻む女の子。 

Tシャツに気ままな色で落書きする男の

子。期間中、安全性に留意したさまざま

なプログラムが用意されました。キャンプ

ファイヤ一、野外調理、ボート遊び、花

火大会、プールでの水遊び?。

参加したのは、 首都圏に住む障がい

を持った小学 3年生から高校 3年生まで

のキャンパ -44人(男 20人、女 24人)。

子どもたちをサポートする大学生や社会人

のキャンプボランティア 32人、 その他のス

タッフと医師、 看護師など約 42人の総勢 

118人余りが参加しました。

調理メニューは豊富です。定番のカレ

ーライスのほか、ぎょうざ、パス夕、プリン

55回目となる手足の不自由な子どもの

キャンプ(当事業団と日本服体不自由児

協会など主催)は 2011年 8月 14日か

ら19固までの 5泊 6日、山梨県の YMC 

A山中湖センターで聞かれました。

交通事故、災害、病気…・親を突然亡

くした子どもたちは、さまざまな困難に突

き当たります。「プレセントをあげる華見が

もういない j。こんな読者の声をきっカ、け

成

も登場し、作る喜び、一緒に食べる楽し

さをl味わっていました。

キャンプ最終学年となる高校 3年生の

ために、 模擬卒業式も聞きました。在校

生役の高 2以下のキャンパーからメッセー

ジ付・き紙飛行機を手渡されると、 高 3キャ

ンパーは目をうるませています。
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後半の2従13日は前年に続いて、チャレ

ンジキャンプを実施しました。外泊したこ

とのない障がい児がいきなり5泊のキャン

プで、は不安がいっぱい。そこで、キャンプ

の楽しさをまず、知ってもらう狙いです。

このキャンプを支えてくださった多くのみ

なさまに深く感謝いたします。 

55固の節目にあたるこの年、毎日新聞の
カメラマンがキャンプ場に 4日間滞在し、子ど
もたちの姿をカメラに収めました。11年8月 

25日付の夕刊では左のような写真特集を
組んでくれました。キャンパ とボランティア
が楽しそうに過ごしている様子力、よくわかり
ます。近年、そのボランティア、とりわけ男子
の希望者が減ってL、るのが悩みの種です。

かな環境で子どもたちの成長が実感で豊豊緑

キャンプボランティアをこe希望の方は事務局 

に、 2005年にスタートした「母の日・父

の日募金キャンペーンJ0 11年度に東

京・大阪・西部の毎日新聞社会事業団

に寄せられたご寄付は 108万円余にな

りました。半額を「あしなが育英会 jに、

半額を以下の団体に贈呈しました。

交通遺児等を支援する会 マ 3 

keysマ 児童虐待防止協会 マ

自立援助ホーム「かんらん舎j

きます。お金ではない心の報酬が得られる

(03-5995-4514)へご連絡ください。 サンリオピュ ロランドで、キャラクターたちと食
事を楽しむ子どもたち=交通遺児等を支援する
会提供

。2012年(平成 24年 )5月



「雪と遊ぼう!親と子の療育キャンプJは、新潟県南魚沼市の 回生活を通じて協調性や自立心を養い、親たちは医師ら専

八海山麓スキー場を会場に'12年� 1月7日から9固までの2 門家を交えて交流し療育について学んでもらう趣旨で開催

泊3日の日程で実施しました。首都圏の肢体不自由児と、そ しています。� -'〆
、〆

の親たちに雪遊びの楽しさを体験してもらい、子供たちは集 .lS< 
;rt:::: 、 ~デ .

託� :2322窓会
、・，� 
J 

当事業団と� NHK厚生文化事業団、日 父さん、お母さ

本肢体不自由児協会の3者が主催し、� んは力を合わ

1990年から開始したこのキャンプは今回 せて高さ� 2メー� 

で23回目となりました。手足の不自由な小 トルのかまくらを作りました。二日目の餅っ テイアリーダーのみなさんの献身的努力に

学生� 25人とその保護者� 24人、支援するボ き大会ではかわるがわる杵を持ち、お餅っ 支えられていることはいうまでもありません

ランテイアリーダー、医師・看護師らスタッフ き。三日目はグループごとに雪像をつくりま が、南魚沼市や駅、スキー場、宿泊施設の

も含め総勢107人が参加しました。 した。子どもたちは素晴らしい思い出を深 方々にも大変お世話になりました。お礼申

ゲレンデでのそり滑り。スピードも出て思 く刻んだことでしょう。 し上げます。� 

わず歓声があがります。雪合戦をしたり、 保護者が子どもの世話から解放され

eゲ、レンテを転がって楽しむ子どもたち。お ることも、このキャンプの特徴です。ボラン

ーー園田ーーーー由・ーーーーー帽ーーーーーー圃圃・園田園ーーー・田----圃ーーーー------ーーーーーーーーー圃ーーーーーーーーーーーー、

児童養護施設へのプレゼント� 
227力所に

家庭の事情でクリスマスやお正月を児童養護施設で迎える子どもたちのために、当

事業団は東日本の民間児童養護施設227か所に恒例のクリスマスプレゼン卜贈らせ


ていただきました。皆さまから寄せられた歳末助け合い募金を充てています。


両親の離婚や虐待などで養護 トボール、パ卜ミントン、子供用テこ どもたちからもサンタのイラスト入

施設に保護される子どもたちが.増 ス、フリスビーなどのスポーツ用具 りで「おもちゃたくさんありがとう」と


えています。多くの施設では定員 のほか、「日本古来の遊びを教えた いったクリスマスカードや手紙、色

枠を増やしたり、施設の拡充などで いJとのリクエストにこたえて、たこ、 紙が届きました。

対応していますが、入所待ちの子 百人一首、竹とんぼと紙風船セッ 当事業団はこれからも、こうした


どもたちがいるのが現況です。今 ト、福笑いなども入れました。 子どもたちのささやかな力になりた


回のプレゼントは障がい者が働い 施設からは「正月に家に帰れな いと考えています。

ている作業所で作った輪投げセッ い子どもか‘多いので助かりますjと

トと木製釣りセットのほか、ハスケッ いったお礼状が届いています。子


' 、ーーーー圃ーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・田ーーーーーーー・圃圃・圃圃圃圃・ーーーーーーーーー-~ 
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スポーツ遊具や玩具をプレゼント

子供たちから送られてきた手紙やク
リスマスカード



第41回毎日祉会福雄顕彰贈呈式

第41回毎日社会福祉顕彰

選 会福祉の発展・向上に貢献

社会福祉の向上に貢献した個人、団体を顕彰する2011年

度・第41回毎日社会福祉顕彰(毎日新聞社会事業団主催、

厚生労働省、全国社会福祉協議会後援)の贈呈式が10月3

日、東京都千代田区の毎日新聞東京本社で聞かれました。

受賞したのは、東京都の特定非営利活動法人「きぼうのい

えj、石川県の社会福祉法人「悌子(ぶっし)園j、大阪市の社

会福祉法人「今川社会福祉協議会ボランティア部jの3団体

です。朝比奈豊・毎日新聞社会事業団理事長(毎日新聞社社

長)が代表に賞牌� (しょうはし、)と賞金100万円を贈りました。
社会福祉顕彰を受賞した左から山本雅基さん、雄谷良成さん、津田博子さん� 

NPO法人 きぼうのいえ� ，高人悌子園� 祉協踏会ボランティア部� 

(山本 雅基理事長東京都台東区) (雄谷 良成理事長石川県白山市) (津田博子部長大阪市東住吉区)

簡易宿泊所が立ち並び「ドヤ街」と呼ば 祖父が石川県白山市に設立した障がい 独居のお年寄りや高齢夫婦ら1000人以

れる東京・山谷で02年、末期がんなどの 児・者の福祉施設を例年にヲ|き継ぎまし 上の家庭訪問先を抱え、地域の|判々まで

重病を抱える人たちに人間らしい余生を た。I其能登地方で人気の地ビールレストラ 見守るホランテイア活動を約30年続けて

送ってもらおうと、ホスピスケア施設「きほ ン「日本海倶楽部」をはじめ、外食庖や弁 います。モットーは「みんなで楽しく、少しず

うのいえ」を開所。130人近くの最期を看 当宅配庖などを県内で複数経営する起 つ」。昔の遊びを地元の小学生に教える

取ってきました。08年には長野県伊那市に 業型福祉施設。隙がい者の 1~1Jく場を創出 交流学習を聞いたり、� 1700冊をそろえた

お墓を作り、施設で亡くなった身寄りのな し、利益が上がれば昇給して起元してい 文庫を開設するなど、約150人のメンバー

い人たちの遺骨を納めています。 ます。施設には、カフェや明酒屋もあり、交 がアイデアを出し合いサービスを広げてき

流拠点にもなってU、ます。 ました。� 

..................陶芸で社会福祉に貢献� -

アマチュア悶芸団体「日本陶芸倶楽部J(児玉裕司理事長、東京都渋谷区)は毎年5月に東京・日本橋の三越本庖美術特選画廊で

会員チャリティー作品発表展(同倶楽部、当事業固など主催)を聞き、収益金を当事業団などに寄託いただいています。さらに、年2

回、障害者を対象としたチャリティー陶芸教室を聞き、社会福祉に貢献しておられます。

会員チャリティー作品発表展� i " チャリティー陶芸教室

第 44回チャリティー作品発表展は2011年 5月 25~30日に開催 「陶芸を通じて社会福祉に貢献したい」との思いから、毎年、

し、 会員314人が制作した彩り豊かな作品627点が展示されまし 同倶楽部は障害者を対象とした陶芸教室を聞いています。11

た。純益から当事業団の社会福祉基金に203万4336円が寄託さ 年8月31円、� 9月1日に文京区の

れたほか、 100万 三一三ユ ~:.二二l 障害者通所施設「文京えんじゅ� 

創作の喜びを味I -，.iii:.a~ヲ，均五p。た

22rNMaJ庇� j253f山口f
いただきました。哩主 雪姐匝 z・圃畑1:11・t d量三十 i;.l.~1f} 4 房に招待し、急須の絵付けを楽

~l唖fP司・・・・圃・・~~'I;'":.~~，
・圃圃回司"'--0 ι一喝

I しみました。2012年2月29日にはこれまでの同倶
' _
ム 

"' lIt~
楽部からの寄付 抱月以~記長，00 Jj
 

万円余となりまし 広よ J・・・・F空~_ .・h・~司 I きました。19人の参加者は小JIIl

.，守 ¥ にチャレンジし、

会員の力作が並んだ作品展会場 わっていました。 作陶の楽しさに笑顔がこぼれる

。2012年(平成24年)5月

I r同会 つつじルーム� (知的障
---'ζ主:: -...・
当 面『 ーc凶tfI"7IO..J・・・・・・・III[?

総額は� 1億� 600 r--.圃圃..  ; ~ _. ~γi 害者)Jに出張し、作陶教室を閲



第16次小児がん征圧募金

毎日新聞のキャン

ペーン 「生きる」に寄

せられた 「小児がん

征圧募金  jの第 16次

分960万円を、小児が

んや難病と闘う子ども

たちへの支援や研究

に取り組む全凶  20団

イ本に贈りました。これ

までの贈呈総額は  2

億 4435万円となりまし

た。

キャンベーンには

多くのアーテイス トに

こ協力いただきまし

た。恒例となりました

森山良子さんのチャ

リティーコンサートは 2011年 6月、皇后様
女優の竹下景子さんのチャリティー公演

をお迎えして聞きました。会場を埋めた約 
「ごえんなこんさあと Jは11月に三重県伊

2000人を前に、森山さんはテ・ビュー曲 「こ
勢市と東京都渋谷区で聞きました。「地方

の広い野原いっぱし、」やヒット剛「禁じられ
から発信し、 闘病家族を励ましたい」と、 08

た恋」などを披露。共演した清水ミチコさ
年から竹下さんの故郷・名古屋からスター

んらとともに子どもたちが合唱し、会場は
トした活動です。聴衆は音楽や詩の朗読

一つになりました。
に心を泌されました。 

12月には 「生きる~2011Xmas若い命

を支えるコンサー卜」を横浜市で開催しま

した。昨年のジ、ュネーフ守国際音楽コンクー

ルで優勝したピアニストの萩原麻未さんら

が演奏しました。

贈呈先は次の通り。(順不同)

子どもたちから花束を贈られ、ステージ上で笑顔を

見せる r2011Xmas若い命を支えるコンサート」
の出演者

「こ'えんなこんきあと」で演奏を終
え、花束を受け取る寛千佳子さん 
(左)と竹下景子さん(右端)

コンサー卜で手を振って声援に応える森山良子さんら出演者と子どもたち

そらぷちキッス‘キャンプマ 1'¥ン夕、ハウスを

育てる会マファミリーハウスマスマイルオ

ブキッスrマがんの子供を守る会 マ難

病のこども支援全国ネットワークマ白血

病研究基金を育てる会マ日本さい帯血

パンクネットワークマ東京情帯血パンク

マメイク・ア・ウィッシュ オブ ジャパン

マ近畿小児がん研究会マ京大病院小児

科ボランティアクループ「にこにこトマトj

マ日本クリニクラウン協会マチャイルド・

ケモ・ハウスマ京都ファミリーハウスマあ

いち骨髄パンクを支援する会マ 「にこに
0 

こスマイルキャン7in九 ffiJ実行委員会

マ久留米大学病院小児科親の会「木曜

会 Jマ福岡ファミリーハウスマ九大病院

小児科ボランティア「ゆめりんごj

アーテイストが募金に協力

小児がん征圧募金にご協力いただいたアーテイス卜。 

[2011年1 
9月 2日平野緑滅コンサート

(東京オペラシティ) 
10月 1日清水康子『天使の泉Jコンサート 

(神戸酒心館ホール) 
[2012年1 
1月 7日細坪基佳コンサート

(東京・日本青年館大ホール) 

2012年(平成 24年 )5月@ 
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慶曜大学医学部などの4サークル

地域医療研究・実習への助成

大学医学部、医科大学の学生研究

サークルが主に夏休みを利用して地域|矢

療研究や実習を目的に訪問診療、保健指

導、介護施設実習をするボランティア活動

に対し、� 11年度も四つの大学のサークル

に助成しました。高齢化が進み、地域医

を訪問し、歯の健康診断、 予防処置、簡

単な治療をしています。

-後援・助成事業

[東京ヘレン・ケラー協会への助成1 
0点字図書館への助成� 

Oへレン・ケラー学院事業への助成

。ヘレン・ケラー記念音楽コンクールへの助成

。海外盲人交流事業への助成

{障害者福祉事業1 
0わらじの会夏合宿への助成

。第36回わたぼうし音楽祭の後援と助成� 

O第30四肢体不自由児・者の美術展の後援と助成

。第5回全国聾社会人野球TDリーグ大会

1"1の後援と� 品II自呈療のニーズは高まっています。学生たち 住民の歯の検診をする松本歯科大生

。第60回関東聾学校野球大会・卓球大会の.... の地域医療への認識が高まることを期待

し、支援を続けています。 -・・・十... •• 後援と助成

。第22四日本ブラインドテニス大会の後援と
Jv
民 高

ボ

4
4
1
U

会士
河

川

齢
筑〆

る
講

ち
践

生
実

に
ア

マ慶慮義塾大学医学部医事振興会� q
u第 回

助成

[児童福祉事業]
座

w

11年8月14日から20日まで、山梨県甲州

市で学生80人と医師・看護婦� 11人が訪問 H. .

…叫
刷

' ・。 "
 。平成23年度江戸っ子杯の共催と助成

診療、看護、介護の実習のほか、 障害児

への健康指導を実施しました。

マ東京慈恵会医大疫学研究会� 

11年� 10月、茨城県常陸太田市で医師6

人、学生� 12人が参加し、地域の住民を対

象に保健指導と検診データの分析をしま

した。

マ東京女子医大地減保健研究会� 

11年8月15日から8月17日まで、 学生12

人が新潟県南魚沼市の医療社団法人

「萌気会」の施設での看護、介護実習を

通じ、地域保健、 医療の知識を養いまし

た。

マ松本歯科大学地繊医療研究会

年間を通して歯科医師と学生が各7人

前後で長野県内の重度障害者施設など

高齢社会を支えるボランティア活動のあ

り方を学ぶこの講座は、� 11年11月15日から� 

5凹聞かれ、延べ約70人が受講しました。

講座では「地域福祉とボランティアJと題し

た大学教授の講演のほか、地域で活動し

ているグループの活動報告や認知症につ

いての講座がありました。

その他の主催・助成事業

当事業団は、2011年度も社会福祉のさま

ざまな分野で活動しました。その他の主催事

業と後援・劫成事業は次の通りです。

・その他の主催事業

。第80回全国盲学校弁論大会

。第48回点字毎日文化ft
。声の点字毎日の製作、寄贈

ご寄付の ・ 社会福祉寄金、海外様民救緩金、小児がん征庄募金は年聞を通

方法について ・ して受けています。当事業団へのこ寄付の方法は以下の通りです。

郵便局でのお織り込み 干100-8051東京都千代田区一ツ橋1・1-1
t 郵便局に備え付けの払込取扱票(振替用紙) 電話=03・3213-2674

。交通遺児等を支援する会への助成

[その他の社会福祉事業]

。第29回福祉囲碁東京大会の後援と参加� 

'H贈呈

。いのちの屯話への助成

。路上生活者への支援

。アルコール依存症者の回復支援

。非正規雇用労働者らへの支援

「いのちの電話」には年間3万件の相談が寄せら
れます。1年半の研修を受けたボランティアが相
訟iにあたっています。

す。毎日新聞東京社会事業団では、通信用とし� i 
て使わせていただきますが、通信貨が節約できた� i 

i
! 

に金額、住所・氏名などの必要事項をご記入のう
 
ぇ、お振り込みくださいo送料無料の払込取扱票
 
(振替用紙)をご希望の方は当事業団にご請求 ホームページ=http//wwwmainichi.co.jp/
: . . 

1 ください。� shakaijigyo/ _ • ~.R.__. __ 
口座番号]0012叫� 7附� 8 1 個人情報について い
加入者(送り先l]毎日新聞東京社会事業図 書き損じのハガキ・� | 当事業団へのご寄付に際して、知り得た皆� Ii 

l※「寄付名Jを通信欄に必ずお書きください。 未使用の切手を寄付してください� | | 
1 ※金額とお名前を毎日新聞の地域面に掲載させ |様の個人情報は、当事業団からの領収証、お Ii 
i ていただきます。匿名を希望される方は通信欄 宛名を間違えたりして使えなくなったハガキゃ |知らせなどの送付や問い合わせなどに使用さ I! 

こ「匿名Jとお書きください。 あまった年賀ハガキ引き出しに眠ったままの未 |せていただきます。それ以外には承諾なしに使� 

l 現金書留でも受けつけています。 使用の切手を寄付してください。書き損じのハガ |用いたしません。� I
お問い合わせ先 キや未使用の切手は、郵便局で手数料を差し� 

? 毎日新聞東京社会事業団 引いて、新しいハガキや切手に交換してもらいま� ! 

。2012年(平成24年)5月

FAX=ω-3213-6744 分を社会福祉事業に活用させていただきます。� 

E-Mail=mai-swf@fine.ocn.ne.jp 

http:E-Mail=mai-swf@fine.ocn.ne.jp

